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1施工BIMのインパクト2024

施工BIMのインパクト｜今年で10年目です

参加者：
650名＠東京
250名＠大阪

施工BIMのインパクト2019

生産性向上の未来を拓く

2019.11.20 ＠東京

2019.11.22 ＠大阪

主催：日刊建設通信新聞社

視聴者：
2,189名
※オンデマンド期間含む

施工BIMのインパクト2020

2020.12.04

＠WEB（事前収録）

主催：日刊建設通信新聞社

視聴者：
1,210名
※オンデマンド期間含む

施工BIMのインパクト2021

2021.11.25

＠WEB（事前収録）

主催：日刊建設通信新聞社

視聴者：
1,400名
※オンデマンド期間含む

施工BIMのインパクト2022

生産性向上からDXへ

2022.12.13

＠WEB（収録は公開）

主催：日刊建設通信新聞社

今年もWEB開催です（「施工BIMのインパクト」は2015年から始まっています）

視聴者：
1,142名
※オンデマンド期間含む

施工BIMのインパクト2023

現場デジタル化への道筋

2023.12.05

＠WEB（事前収録）

主催：日刊建設通信新聞社
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【原点回帰】から過去・現在・未来を概観

【施工BIM】は日本で初めて日建連が提唱した業務の進め方です（2014年11月発表）

• 施工者と専門工事会社間で実施するコーディネーション業務（すり合わせ）を施工BIMと命名
• ここ10年の間にBIMの取り組みが増えて、取り組みの目的が多様化してきた
• 日建連では「スタイルの確立」(2025)から「スタイルの定着」(2030)を目指している

図版出典：施工BIMのインパクト2015、基調講演資料、2015.6、日建連HP
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目次

はじめに｜現状の整理1

2 BIMは本来の目的を達成するための道具

3 今後に向けた手法の視点（例）

４ おわりに｜今後の方向性
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はじめに1
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はじめに｜BIMの取り組み推移

15年の間で取り組む企業数は増えた！※（日建連建築本部対象）
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▲ 建築本部に参加している会社（約50社）のBIMの取り組み割合※

萌芽期 BIMの推進 業務スタイルの定着

現在

BIM専門部会
設置（2010.4）

建築BIM合同会議設置
（2021.8）

業務スタイルの確立

BIM専門部会をBIM部会（2021.4）
設計BIM専門部会設置（2021.4）

建築BIM推進会議
＠国交省（2019.6）

設置時はIT推進部会
傘下のBIM専門部会
（2021年4月にBIM部

会へ昇格）

※ 取組みの割合：BIM部会の調査年：2016年、2018年、2021年、2023年｜その他の年：前後の割合を踏まえた推測値｜調査の際に未回答の企業は取組みをしていないとして集計した

？
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BIMの推進は一定の成果があった

しかしながら近年は停滞気味（統計的管理状態？！）
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▲ 建築本部に参加している会社（約50社）のBIMの取り組み割合※

萌芽期 BIMの推進 業務スタイルの定着

現在

BIM専門部会
設置（2010.4）

建築BIM合同会議設置
（2021.8）

業務スタイルの確立

BIM専門部会をBIM部会（2021.4）
設計BIM専門部会設置（2021.4）

建築BIM推進会議
＠国交省（2019.6）

設置時はIT推進部会
傘下のBIM専門部会
（2021年4月にBIM部

会へ昇格）

※ 取組みの割合：BIM部会の調査年：2016年、2018年、2021年、2023年｜その他の年：前後の割合を踏まえた推測値｜調査の際に未回答の企業は取組みをしていないとして集計した

＜施工BIM＞の入門
ガイド公開（2016）

＜日建連BIMワークフロー＞
設計BIM＋施工BIM（2022）

次のステージを見据える
• BIMを中心とした業務スタ
イルの定着

• 正確なBIMデータを次工程
と連携

BIMの推進は一定の成果
• BIMを作成する環境が整備

日本で初めて
＜施工BIM＞
を提唱（2014）

？
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一方、取り組みの件数を詳細に見ると……

設計BIMへの取り組み 施工BIMへの取り組み

(社）(社）

▲ 設計BIMに取り組んだ案件の割合 ▲ 施工BIMに取り組んだ案件の割合

図版出典：「BIM活用の実情把握に関するアンケー2023」、2024.6、日建連、の回答から集計

• 取り組みが２極化している

• 全体平均では約35％の案件で取り組み

• 取り組みが2極化している

• 全体平均では約30％の案件で取り組み

n=45社 n=45社

社内の取り組みが1割台と
回答した会社が8社

社内の取り組みが1割台と
回答した会社が10社
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取り組みは限定的｜適用した現場は効果あり

生産性を向上させるための取り組み【建築】（n=98社）

適用した現場の約8割は効果があった模様

▲ 着手している項目 ▲ BIMに取り組んだ効果
図版出典：『2022年度フォローアップ報告書』、日建連、2023.9、日建連HP

• １位：設計施工一貫方式の受注拡大（73社）

• ２位：BIM（67社）

• ３位：アウトソーシングサービスの活用（66社）

効果の尺度は
個社毎
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BIMは本来の目的を達成するための道具2
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メリット・効果が得られた場面

導入済み｜部分最適の効果は高いが生産プロセス・データワークフローには刺さっていない

図版出典：「建築分野におけるBIMの活用・普及状況の実態調査 確定値＜詳細＞」（令和４年１２月国土交通省調べ）、国土交通省、国土交通省HP

この項目に着目
※定着とはこの評価
があがること
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メリット・効果が得られていない場面

導入済みの会社を対象｜図面化・専門工事会社データ連携・作業手間の増大

過渡期の課題の山を越えれるか？
※BIMか図面か、両極端すぎる
※共存の運営から始めても良い

元請は専門工事会社にメリット・
効果を提示しているだろうか？
※最近も某業界団体から「元請は
何をしたいのか」「自分たちの業
務が役にたっているのか不明」な
ど、元請からのフィードバックが
少ない、ことが指摘された

図版出典：「建築分野におけるBIMの活用・普及状況の実態調査 確定値＜詳細＞」（令和４年１２月国土交通省調べ）、国土交通省、国土交通省HP
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BIMへのアプローチ｜目的と手段に着目

BIMに取り組むことを目的にしているうちは大きな効果を享受しにくい

BIMデータのマネ
ジメントが建築生
産プロセスを良い
方向に向かわせる

ゾーン

BIMモデルは作
成するが活用の
目的を説明でき
ないゾーン

理解できるが面
倒なことはした
くないゾーン

この領域の人材のやる
気スイッチをONにす
る必要

本来の目的は
ここにある！

BIMに
取組む必要が

ある

BIMに
取組む必要が

ない

新しい建築生産の在り方を
提案できる

新しい建築生産の在り方を
提案できない

領域❶

領域❹

領域❷

領域❸

モチベーション軸

能力軸

今のままで良い
と感じている

論外
ここにアプローチを
しても動かない

目的を実現さ
せる手段

多くの人はこの領域で
概要を説明しがち？！

BIMは目的を達成する
ための道具！と考える
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今後に向けた手法の視点（例）3
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原点回帰｜❶すり合わせ業務を楽にする

参画する全員が効果を享受できるマネジメント

◎ この作業は「手戻りの防止」「合意形成」｜着手する時期により「フロントローディング」だ

◎ ここで作成・調整された正しいデータを次工程でどのように活用するのか、を考える

▷ 自分で手を動かしている技術者に効果 ▷ 直接手を動かさない元請の技術者は享受しにくい

▲ 発注者・設計者・元請・専門工事会社が参画し、お互いの
業務を調整する効果は享受できているのか

▲ 施工BIMの原点｜お互いに楽になるストーリーを元請が提示でき、関係者がそれ
に共感することで効果をお互いに享受することが重要、と提言した

図版出典：施工BIMのインパクト2015、基調講演資料、2015.6、日建連HP
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原点回帰｜❷FLの誤解を解く

設計者に負担が偏る状況 ▷ 設計者も施工者も施工段階で業務が楽になるメッセージが必要

◎ 施工側の知見を設計図書に盛り込む

◎ 施工図や製作図の作図がなくなる

◎ 施工段階での設計変更が少なくなる

設計者の誤解（例）

◎ 設計図＝施工図を作図しなければならない

◎ 設備設計は設備サブコンが担う業務をする

◎ 設計段階でモノ決めを催促される

施工者の要求（例）

「設計者がやるべき」「施工者がやるべき」という議論の平行線が続く

◎ FLの目的は着工までに主要な課題・リスクを整理し、

着工後の手戻りを無くすこと

◎ そのリスク回避を共創して設計図書に反映

◎ 設計者と施工者がお互いの立場を尊重したコミュニ

ケーションをとることが本来のFLの在り方

図版出典：『フロントローディングの手引き2019』、日建連、2019.7、日建連HP
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原点回帰｜❸単語の共通認識を深める

例えば、整合性について

① 意匠・構造・設備の部門間が整合していること

② 施工図・製作図レベルで図面（BIM）が整合し

ていること（寸法の確定）

③ 設計図面とBIMモデルの乖離がないこと

設計者の考える整合性

① 発注者の要望と整合していること

② 法的な要件と整合していること

③ 各種設計品質基準と整合していること

④ 形状情報と属性情報が整合していること

⑤ 意匠・構造・設備の部門間が整合してること

⑥ 設計図面と設計モデルが整合していること

施工者の要求（例）

お互いの立場（業務範囲）を尊重し共創すること

設計段階での３部門の整合性は完全に干渉がない状態を目指すのではなく、着工後に

施工上問題が生じないレベル（＝施工可能なレベル）の整合性を確保すること

①と③は正しい要求であるが、その情報の詳細度
で認識がことなる

スタート
ライン

設計者は左記の業

務範囲は責任を

もって実施

BIMの活用
が効果的

図版出典：『設計BIMモデルガイド（第1版）』、日建連、2024.6、日建連HP
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原点回帰｜❹お互いの立場を理解・尊重

相手の業務内容や目的を理解｜自らが＜作成＞または自らがすり合わせの業務等で＜活用＞

◎ 設計から施工まで同じデータを使うべき、と考えられていたが難しいことが実証

▷ 原点に立ち返り、設計者・元請・専門工事会社が自分たちの業務を楽にするために使用

▷ その効果は自分に関係する方々にも遡及効果があることが前提 

◎ 作図担当者が担う実施設計図、施工図・製作図のすり合わせ・チェック業務で効果を享受

▷ 外注先に「おまかせ」ではなく、自らの手を動かさないと効果は実感できない

▷ 正しくすり合わせされたデータだからこそ次工程（管理・物流、など）への展開がある

◎ 設計者、元請だけでなく専門工事会社も効果が享受できるデータの連携

 ▷ 一方的に未確定なデータを連携しても効果は小さい（受領する側の効果も考慮）
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おわりに4
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建築生産とBIMの課題は今も昔も同じ

参画する新たな技術者が増えるにしたがい、同じ課題にぶつかっている印象がある

◎ 原点回帰｜先達も同じ苦労をしている

◎ 次世代の新たな視点と過去の苦労が融合

▲ 日建連BIM部会のHPにはアーカイブ資料があります ▲ 例えばインパクトのFAQは今でも通用する範囲が多い
図版出典：日建連BIM部会HP
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ワークフローでは縦の連携も意識する

原点回帰｜施工BIMで提唱されたすり合わせ業務を見直す（コンカレントに動く）

◎設計者は着工時に施工

者へデータを渡して終

わりではなく作業は続

く

◎必要な時期に正しい

データを次工程に渡す

（縦の連携）

◎ FLだけで施工図・製作

図は完成しない

◎お互いに立場を尊重し

共創するのが肝要
▲ 一気通貫のように次の登場人物に渡すだけでなく、ワークフローはコンカレントになっている

図版出典：『設計施工一貫方式におけるBIMワークフロー（第３版）』、日建連、2024.6、に記載されたワークフローを基にして加筆しました
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日建連が考えるワークフロー｜公開中

設計施工一貫方式におけるBIMワークフロー 設計BIMモデル作成ガイド

▲ 設計施工一貫方式における運用のポイントを解説（改訂：2024.6） ▲ 設計者が作成するBIMモデルの在り方、入力しない項目を示す

図版出典：日建連BIM部会HP
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本セミナーにおける各セッションの位置づけ

設計BIM
（ASmep）

施工BIM
（元請）

製作BIM
（専門工事会社）

維持管理・運用BIM
（作成者）

発注者

設計BIM/ICT 計画変更BIM/ICT 竣工
BIM

施工計画BIM/ICT

躯体・鉄筋BIM/ICT

総合図BIM/ICT

製作BIM

図面
（元請用）

維持管理・運用
BIM

CDE（共通データ環境/ビューア）

製造用図面
（自社製造用）

工場
管理

完成施工
BIM

(自社内)

国の施策・方向性
国土交通省 官庁営繕

BIMの現在と今後
日建連

設計者と施工者の連携
小川工業 + アルク設計事務所

山留計画のBIM
ヒロセ

元請と専門工事会社の連携
竹中工務店＋銘建工業＋SMB建材 +
SUDARE TECHNOLOGIES

地場GC｜社内展開・教育
SAWAMURA

ISOを取得する意義
三建設備工業

発注者のBIM
旭化成

事例

維持管理・運用のBIM
鹿島建物総合管理

現状
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資料の公開先｜日建連BIM部会

図版出典：日建連BIM部会HP
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